フッ素推進の学術的裏づけを進めてきた、あのＮＲＣが…
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〈フッ素論争における画期的報告書：ＮＲＣレポ－トの重要性（その２）〉
２００６年３月に草稿が発表されたＮＲＣ（全米研究評議会）報告書「飲料水中のフッ素：環境保護庁基準の科学的評価」がなぜフッ素論争に画期的なのでしょうか。

ＮＲＣが過去、フッ素に関していかに重要な推進の役割を果して来たかを、村上徹博士の翻訳された「フッ素：この巨大なる矛盾」主著者ジョージ・L・ウォルドボット（医学博士）[フッ素研究No.15 p99-100]から引用します。

全米科学推進協議会は２回（1951年、1952年）にわたって…フッ素化の推進だけを目的としたシンポジウムを開催した。…この会議の参加者は全員が公衆衛生局の職員か…フッ素の廃棄物で問題を抱えている企業関係の科学者で…フッ素化に反対するようなデータをもっている科学者は一人も参加しなかったのである。…
この組織は、その後アメリカ全土にわたってフッ素化の是認を得るために続々として設立されたフッ素化研究委員会のパターンを確立したものとして有名である。…K・H・マキシイ以下の３人の委員は…この問題の研究を委託された…彼らは研究する代わりに、単に別の委員会である全米研究協議会（ＮＲＣ）特別委員会の意見を採用した。その委員会の委員長も、同じマキシイ教授その人なのであった！…

ＮＲＣはアメリカ学術会議の下部組織であり、…科学の各専門分野の指導者によって構成されていた。これは1916年にアメリカ学術会議の研究機関として科学技術分野の主な学会の協力を得て設立され、公衆衛生局と企業の密接な連携をもたらした。この２者がフッ素化のスポンサーであったことは言うまでもない。…
同上[フッ素研究No.15 p140]から引用します。

1977年に、全米学術会議はＮＲＣの「飲料水安全委員会」のD・R・テーベス博士の報告書を公刊した。彼がフッ素化の弁護人であり公衆衛生局からの資金を度々供与されてきた人物であることは先に述べたとおりであるが、…
ＮＲＣは過去一貫してフッ素化推進の学術的裏づけをしてきた委員会でした。その委員会が今回、初めてフッ素の健康被害を認める報告書を提出した、ということなのです。ＡＤＡ（アメリカ歯科医師会）も 2006年11月９日、全米の歯科医師会員へ以下の通知を出さざるを得なかったのです。

１．両親、保護者は粉ミルクを溶く際、フッ素入りでない水か低濃度フッ素の水を使用すべきである。

２．歯科医や保健担当者のアドバイスがない限り、両親（保護者）は２歳以下の幼児には、フッ素入り歯磨き剤を使うべきでない。
３．歯科医や保健担当者の勧奨がない限り、６歳以下の児童は、フッ素洗口、フッ素サプリメント（栄養補給剤）を使うべきではない。
